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(百万円未満切捨て)

１．2022年４月期第３四半期の連結業績（2021年５月１日～2022年１月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年４月期第３四半期 5,503 32.0 486 136.6 505 159.4 297 186.2

2021年４月期第３四半期 4,169 － 205 － 194 － 103 －
(注) 包括利益 2022年４月期第３四半期 294百万円( 183.8％) 2021年４月期第３四半期 103百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年４月期第３四半期 71.19 71.13

2021年４月期第３四半期 24.67 24.65
　

(注) 2021年４月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2021年４月期第３四半期の対前年同四半
期増減率については記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年４月期第３四半期 9,584 4,484 46.8

2021年４月期 8,224 4,356 52.9
(参考) 自己資本 2022年４月期第３四半期 4,482百万円 2021年４月期 4,351百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年４月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年４月期 － 0.00 －

2022年４月期(予想) 10.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年４月期の連結業績予想（2021年５月１日～2022年４月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,000 16.8 440 68.2 450 62.9 300 88.3 71.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年４月期３Ｑ 4,283,000株 2021年４月期 4,282,800株

② 期末自己株式数 2022年４月期３Ｑ 208,370株 2021年４月期 93,370株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年４月期３Ｑ 4,174,958株 2021年４月期３Ｑ 4,208,556株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルスの新変異種オミクロン株が猛威を振る

い、１月に入り新規感染者数が急増したことにより、各地で再びまん延防止等重点措置が実施され、経済活動の制

限や個人消費の低迷は依然続いております。

そのような状況の中、日本国内の再生可能エネルギー市場では、政府の2050年カーボンニュートラル宣言と2030

年度の新たな温室効果ガス排出削減目標として、2013年度から46％削減、さらに50％削減の高みに向けて挑戦を続

けるとの方針が示された、第６次エネルギー基本計画が発表され、再生可能エネルギーへの期待と存在感が一層高

まっております。

当社グループにおきましては、「個人参加型、持続可能エネルギー社会の実現」を掲げ、太陽光発電施設及び太

陽光発電システム標準搭載の住宅を中心に、環境問題に取り組む企業や個人のお客様のニーズにお応えし、太陽光

発電による再生可能エネルギーの創出に取り組んでまいりました。

一方で、足元では、半導体不足や物流費用、原材料など価格高騰の長期化による影響が懸念されており、引き続

き今後の動向に注視する必要があります。

各セグメントの事業環境は下記のとおりであります。

a．クリーンエネルギー事業

クリーンエネルギー事業につきましては、個人・投資家向けにコンパクトソーラー発電所を中心に販売してまい

りました。

足元では「脱炭素」に取り組む企業や個人投資家の太陽光発電投資や、FIT制度に依存しない再生可能エネルギー

の需要は高まっており、事業環境は良好であると判断しております。

b．スマートホーム事業

スマートホーム事業につきましては、コロナ禍においても積極的に商品確保を行い、低価格でソーラー発電を搭

載した建売住宅である「SIMPLIEⅡ（シンプリエⅡ）」を中心に、拡大する需要に対応し、当第３四半期連結累計期

間におきましては、上場以来最高の売上高及び売上棟数となりました。

c．ストック事業

ストック事業につきましては、保有する太陽光発電施設からの売電収入及び販売した太陽光発電施設や賃貸不動

産の管理等を中心に展開しており、管理物件の修繕及びメンテナンス等、O&M（オペレーションアンドメンテナン

ス）サービスに注力してまいりました。

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間において、クリーンエネルギーとスマートホームの各事業で

個人参加型、持続可能エネルギーの実現に向けて取り組んでおります。

今後は、再生可能エネルギー創出を軸に、積み上げてきた顧客基盤を最大限に活用したストック型ビジネスの強

化を行ってまいります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は5,503,210千円（前年同四半期比32.0％増）、営業利益

486,768千円（前年同四半期比136.6％増）、経常利益505,466千円（前年同四半期比159.4％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益297,214千円（前年同四半期比186.2％増）となりました。

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

a．クリーンエネルギー事業

クリーンエネルギー事業では販売区画数は、175.77区画（内、新規154.63区画、セカンダリー21.13区画）（前年

同四半期145.31区画（内、新規106.20区画、セカンダリー39.11区画））となりました。

以上の結果、クリーンエネルギー事業の売上高は2,217,226千円（前年同四半期比16.4％増）、セグメント利益は

382,220千円（前年同四半期比34.2％増）となりました。
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b．スマートホーム事業

スマートホーム事業では、販売棟数は124棟（前年同四半期87棟）となりました。

以上の結果、スマートホーム事業の売上高は2,579,464千円（前年同四半期比58.3％増）、セグメント利益は

282,584千円（前年同四半期比916.7％増）となりました。

c．ストック事業

ストック事業の売上高は706,519千円（前年同四半期比11.2％増）、セグメント利益は187,432千円（前年同四半

期比13.6％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は7,459,365千円(前連結会計年度末6,490,571千円)となり、

968,794千円増加しました。主な要因は、販売用不動産が816,376千円、製品が443,129千円、現金及び預金が

138,938千円、それぞれ増加した一方で、前渡金が117,983千円減少したこと等によるものです。

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は2,124,970千円(前連結会計年度末1,733,949千円)となり、

391,020千円増加しました。主な要因は、無形固定資産が198,171千円、有形固定資産が176,691千円、それぞれ増加

したこと等によるものです。

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は3,156,449千円(前連結会計年度末2,519,765千円)となり、

636,683千円増加しました。主な要因は、買掛金が418,793千円、１年内返済予定の長期借入金が216,282千円、未払

法人税等が178,768千円、それぞれ増加したこと等によるものです。

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は1,943,053千円(前連結会計年度末1,347,994千円)となり、

595,059千円増加しました。主な要因は、長期借入金が582,910千円増加したこと等によるものです。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は4,484,833千円(前連結会計年度末4,356,761千円)となり、

128,072千円増加しました。主な要因は、利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により297,214

千円増加した一方で、配当金の支払いにより41,894千円減少したことや、自己株式の取得109,480千円等によるもの

です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想は、現在入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後の様々な要因によって予想値と異な

る可能性があります。なお、2022年４月期の業績予想につきましては、2021年12月13日付「2022年４月期第２四半

期決算短信」で公表いたしました業績予想数値から変更ございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,462,718 2,601,656

売掛金 138,814 103,142

販売用不動産 1,150,236 1,966,613

製品 1,115,051 1,558,181

仕掛品 681,489 770,385

材料貯蔵品 19,894 11,860

前渡金 230,983 112,999

その他 691,382 334,526

流動資産合計 6,490,571 7,459,365

固定資産

有形固定資産 1,087,515 1,264,207

無形固定資産 28,668 226,840

投資その他の資産

その他 627,271 633,922

貸倒引当金 △9,505 －

投資その他の資産合計 617,765 633,922

固定資産合計 1,733,949 2,124,970

資産合計 8,224,521 9,584,336

負債の部

流動負債

買掛金 405,007 823,800

1年内返済予定の長期借入金 146,431 362,714

短期借入金 1,079,165 1,178,080

未払法人税等 53,837 232,606

前受金 305,772 284,180

賞与引当金 37,585 23,453

役員賞与引当金 － 10,000

完成工事補償引当金 75,624 66,737

その他 416,341 174,877

流動負債合計 2,519,765 3,156,449

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 941,738 1,524,648

繰延税金負債 － 621

資産除去債務 18,833 22,454

その他 287,423 295,329

固定負債合計 1,347,994 1,943,053

負債合計 3,867,760 5,099,503
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 979,822 979,853

資本剰余金 949,809 949,840

利益剰余金 2,487,869 2,727,811

自己株式 △65,503 △174,983

株主資本合計 4,351,997 4,482,520

新株予約権 － 85

非支配株主持分 4,763 2,227

純資産合計 4,356,761 4,484,833

負債純資産合計 8,224,521 9,584,336
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年５月１日
　至 2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年５月１日
　至 2022年１月31日)

売上高 4,169,641 5,503,210

売上原価 3,065,947 3,922,824

売上総利益 1,103,694 1,580,386

販売費及び一般管理費 897,927 1,093,617

営業利益 205,767 486,768

営業外収益

受取利息 90 1,170

受取損害賠償金 － 19,500

為替差益 5,240 －

受取保険金 － 18,280

その他 4,961 6,362

営業外収益合計 10,292 45,313

営業外費用

支払利息 14,092 16,220

社債利息 594 604

持分法による投資損失 831 8,455

借入金繰上返済関連費用 4,595 －

その他 1,049 1,335

営業外費用合計 21,163 26,615

経常利益 194,896 505,466

特別損失

減損損失 43,226 －

特別損失合計 43,226 －

税金等調整前四半期純利益 151,669 505,466

法人税、住民税及び事業税 61,199 198,916

法人税等調整額 △13,371 11,870

法人税等合計 47,827 210,787

四半期純利益 103,841 294,679

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △2,535

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,841 297,214
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年５月１日
　至 2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年５月１日
　至 2022年１月31日)

四半期純利益 103,841 294,679

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 4 －

その他の包括利益合計 4 －

四半期包括利益 103,846 294,679

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 103,846 297,214

非支配株主に係る四半期包括利益 － △2,535
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年12月27日開催の取締役会決議に基づき、自己株式115,000株の取得を行っております。この結果、

当第３四半期連結累計期間において、自己株式が109,480千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株

式が174,983千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間に与える影響額は軽微であります。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸借対

照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　


